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い
じ
め
が
起お

き
に
く
い
ク
ラ
ス
っ
て
？

005

いじめが起
お

きにくい
クラスって？

クラスがえの後
あ と

で……

　4 月
が つ

、 クラスがえを経
へ

て間
ま

もない一
い ち

谷
た に

中
ちゅう

学
が っ

校
こ う

3 年
ね ん

１組
く み

の教
きょう

室
し つ

でのことです。
「このクラスを見

み

てると、 まだ、 仲
な か

が良
よ

い
人
ひ と

どうしでしか話
は な

せていない。 何
な に

か壁
か べ

があ
るんじゃないかな？」
　担

た ん

任
に ん

の先
せ ん

生
せ い

が、 クラス全
ぜ ん

体
た い

に何
な に

気
げ

ない
言
こ と

葉
ば

を投
な

げかけました。 生
せ い

徒
と

の伊
い

庭
ば

さんは、
それを聞

き

いてふと思
お も

うことがありました。

　　　　

（たしかに、 静
し ず

かな子
こ

、 いつも休
や す

み時
じ

間
か ん

に読
ど く

書
し ょ

をしている子
こ

とは話
は な

してない。 でも、
自

じ

分
ぶ ん

が話
は な

しかけたところで、 話
はなし

が合
あ

わない
んじゃない？）
　伊

い

庭
ば

さんは、 となりの席
せ き

の水
み ず

野
の

さんと、
ほとんど話

は な

したことがなかったのです。
（無

む

視
し

されたらいやだな……）
　伊

い

庭
ば

さんは、 何
なん

となく不
ふ

安
あん

な気
き

持
も

ちから、

先
さき

に進
すす

むことができずにいました。

　　　　

　いっぽう、 水
み ず

野
の

さんは、 教
きょう

室
し つ

の後
う し

ろで、
はり出

だ

されたクラスメートのプロフィールを
見

み

ていました。 そのなかには伊
い

庭
ば

さんのプ
ロフィールもありました。 果

は

たしてふたりは、
会
か い

話
わ

のきっかけをつかむことができるので
しょうか？
　そんなある日

ひ

の授
じ ゅ

業
ぎょう

で、 グループに分
わ

か
れて、 いじめが起

お

きにくいクラスをつくるた
めの話

は な

し合
あ

いをすることになりました。 伊
い

庭
ば

さんと水
み ず

野
の

さんは、 同
お な

じグループです。
「クラスが楽

た の

しくないっていう人
ひ と

が、 ひとり
もいないようにしたい」
　そう言

い

って、 伊
い

庭
ば

さんは話
は な

し合
あ

いを進
す す

め
ます。 伊

い

庭
ば

さんは、 この授
じ ゅ

業
ぎょう

をきっかけに
水
み ず

野
の

さんと話
は な

したいと考
かんが

えていました。 け

れど、 水
み ず

野
の

さんの意
い

見
け ん

はなかなかまとまり
ません。 伊

い

庭
ば

さんは思
お も

い切
き

って、 水
み ず

野
の

さん
への素

す

直
な お

な気
き

持
も

ちを伝
つ た

えることにしました。
「本

ほ ん

とかさ、 いつもひとりで読
よ

んでいる人
ひ と

には話
は な

しかけづらいよね」
　すると、 水

み ず

野
の

さんは言
い

いました。
「話

は な

しかけられたら、 私
わたし

は本
ほ ん

を読
よ

むのをや
めると思

お も

う」
「でも、 何

な に

か話
わ

題
だ い

がないと話
は な

しかけにくい
し、 どうしたらいいんだろう？」
　悩

な や

んだ末
す え

に、 伊
い

庭
ば

さんは、 1 年
ね ん

生
せ い

のころ
の自

じ

分
ぶ ん

のつらい体
た い

験
け ん

を話
は な

し始
は じ

めました。 伊
い

庭
ば

さんは、 クラスメートから、 からかわれ
たことが原

げん

因
いん

で、 友
とも

だちといっしょにいられ

なくなった時
じ

期
き

があったのです。
「ひとりっていうのは本

ほ ん

当
と う

に悲
か な

しいし、 さび
しい。 だから、 だれかがひとりっていう状

じょう

態
た い

をあまりつくりたくない」
　すると、 そんな伊

い

庭
ば

さんの思
お も

いに応
こ た

える
ようにして、 水

み ず

野
の

さんが話
は な

しました。
「去

き ょ

年
ね ん

、 最
さ い

初
し ょ

はひとりでいることが多
お お

くて
さびしかったけど、 その後

あ と

、 体
た い

育
い く

祭
さ い

とか文
ぶ ん

化
か

祭
さ い

とか、 いろいろな人
ひ と

と楽
た の

しむことがで
きて、 すごくうれしかった。 このクラスでも
たくさんの人

ひ と

と話
は な

せるようになりたい」
　伊

い

庭
ば

さんは、 意
い

見
け ん

が聞
き

けてよかったと、
水
み ず

野
の

さんに伝
つ た

えました。 水
み ず

野
の

さんはすがす
がしく、 うれしい気

き

持
も

ちになりました。

入
にゅう

学
がく

したばかりのときや、クラスがえのときは、ひとりぼっちになった気
き

分
ぶん

になります。いじめは相
あい

手
て

をよく知
し

らないことから「きらわれているか
も」「悪

わる

口
ぐち

を言
い

われているかも」などの思
おも

いこみで起
お

こることがあるんです。

み

なみの考
かんが

え 　「みんなと話
は な

したい」 という気
き

持
も

ちを水
み ず

野
の

さんが伝
つ た

えたことで、

伊
い

庭
ば

さんも、 水
み ず

野
の

さんに話
は な

しかけていいんだとわかった。 そう

やって、 おたがいが気
き

づきあう 「答
こ た

え合
あ

わせ」 がクラスのあち

こちで起
お

きれば、 いじめも起
お

きにくいんじゃないかと思
お も

います。

おたがいを知
し

るということが、 クラスづくりには大
た い

切
せ つ

。 知
し

るきっ

かけをつくることは勇
ゆ う

気
き

がいるけれど、 相
あ い

手
て

に興
きょう

味
み

をもつこと

から始
は じ

めてみてもいいのかも。 私
わたし

は、 A
エー

K
ケー

B
ビー

48 にいたとき、 メン

バーといっしょに食
しょく

事
じ

をして、 話
は な

すきっかけをつくっていました。
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